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は じめ に

　本稿で は，2008年 7 月 か ら2009年 6 月ま で の 1 年間 に

わ が国で発表 さ れ た ， 臨床心理学に 関係す る諸研究の 全

体的傾 向 とそ の 成果 を展望す る。 こ こ で 取 り上 げる 論文

と し て は ， 2009年に 開催さ れ た 日本教育心理学会第51回

総会 で の 発 表論文 ， お よび学会誌 で あ る 『教育心 理学研

究』『心理臨床学研究』『カ ウ ン セ リ ン グ研究』『心理学研

究』『発達心理学研究』『家族心理 学研究』に掲載 された

研究論 文 の 中 か ら，臨床部門 に 属す る と思 わ れ る論文，

さ ら に ， 臨床心理学の実践 の場が閉ざ さ れ た相談室 か ら

開か れ た 社会場面 に 拡大 し て お り，
コ ミ ュ ニ テ ィ 心理学

の視点や 効果的 ・効率的で協働的な実践 の 姿勢が求 め ら

れ て きて い る こ と を考慮 し て ，『コ ミ ュ ニ テ ィ 心理 学研

究』備 11巻 1，2 号〉 と 『ブ リーフ サ イ コ セ ラ ピ ー研究』

備 1倦 1，2 号） に 掲載 された論文を加 え，現代的 ニ
ーズ

に沿 っ た研究動向を探索 し て い き た い
。

　 1．論文概観の 軸

　本 『年報 』 に は，臨床 心理学部 門 と近接す る もの とし

て ， 発達部門 ， 入 格部門，特別支援教育部門 ， 学校心 理

学部門が設 定され て い るが ， 同
一

論 文が部門 に またが っ

て取 り上 げ ら れ る こ と を避け る た め ，他部門 で扱わ れ る

可能性 が ある もの ， 例 えば ， 発達 や人格 に 関 す る研 究 ，

広汎性発達 障害 や AD ／HD な ど発達 障害や療育 な ど の

研究 ，学校心 理学 に 関す る研究 （学校適応，学校ス トV ス ，教

師 の ス トレ ス ，学 校 シ ス テ ム に 関連 す る も の ，お よ び そ れ ら と 関連

す る い じ め ，不登 校，ま た 学校 場面 で の 支援・連携 な ど）な ど は 原

則 と し て除外 した 。 た だ し，こ こ で 取 り上 げる こ と に 意

義があ る と考 え た研究 は ， 重複 を恐 れ ず取 り上 げた 。

　下山（2001 ）は ， 臨床心 理 学研究 を ， 「実践 に 関す る研究」

（ア ナ ロ グ研 究 や効果 研究 に よっ て，そ の 技法 や モ デル の
一般 性 や 効

果 を検 証 す る も の ） と
， 「実践 を通 し て の 研究 墨 （事例研 究 や

フ ィ
ール ドワ ークに よ っ て 実 践 の 方法 や モ デル を提案 す る もの ）と

に大別 し て い る 。 本稿 に お け る 文献引用 の 流 れ は 上記 の

順 に よ り， テーマ ご と に ， まず よ り 「科学性」 を重視 す

る 「実践 に 関 す る研究」を取 り上 げ ， それ らを 「実践性」

に っ なげ る視点か ら見直す。 次に ， 「実践 を通 し て の研

究」，なか で も社会的課題 の 改善 を目指 した ア ク シ ョ ン リ

サ ーチ ， お よ び研究デザ イ ン の 明確な 実践的研究 を主 に

取 り上 げる。紙 数 の 関係 もあ り，
1 事例 研究 は除外 した 。

　IL 学会発表 論文お よび学術研 究論文の 展望

1，心理的不適応 ・ 精神症状に 関する研究

　（1） 抑 うつ

　黒 田 ・菊川 （2UO9）は，抑 うつ ス キ ーマ の 受容 が 抑 うつ

を低減 す る こ と を見出した 。 こ の結果 は ， 認知 の 修正が

主 な 関心 と な っ て い る認知 療法 に 対 し
， そ の 受容を促す

と い う介入 の有効性 を示唆す る も の で あ り ， 来談者中心

療法 と の 接点を も示唆す る。

　岡村 ・清水 （2009＞ は ， 「ミ ス へ の と らわ れ」と ， 「ネ ガ

テ ィ ブな反す う （NR ）」お よ び 「糟神的健康」との 関連 を

見 る中で ， 「高目標設置」 は NR と精神的健康悪化 に 対

して抑 制要因 として 働 き ， 「不合理 な信念 」は増幅要 因 と

し て働 く こ と を示 し た 。

一方 ， 福井（2009 ）は ， 「高 目標設

置」の 「心 理的健康 」に対 す る影響 は
一

律で は な く， 「高

目標設置」「ミ ス へ の と らわ れ 」「行動懸念」 の 3特性 の

バ ラ ン ス と， 「成人愛着ス タイル 」 との組合せが，心理的

健康 を 左 右す る と し た 。

　林 （20091 は ， 先延 ば し後に 生 じる否定的感情 を経験 し

た場合 ， 抑 うつ 感情や 不安感情が経験さ れ る こ と を 示 し

た。こ の 結果 は ， 「自動思考媒介仮説」を支持す る もの で

あ る が ， 「内容特異性仮説」 は部分的 に し か支持 し な い 。

　加 曽利 （2009 ）は，略画法等 を 用 い て
， 抑 うつ 傾 向の 高

い 大学生 に 生 じる自動思考 の 種類 と内容 を ， 否定的感情

を 生 じ る状況 別に抽出し た。

　細越 ・小 玉 （2009 ）は ， 「対処的悲観者」は 「方略 的楽観

者 （SO 者）」 と同様，十分健康 的で あ る こ とを示 し ， 自尊

心 な ど の 自己 評価的側面 は ， 悲観的思考 を さ ら に受容す

る こ と が で き れ ば ， SO 者 と同等 ま で 高 ま る こ と を 示唆

し た 。

　外 山 ・市原 （2009）は ， 「防衛 的悲観主義 （DP ）者」を目

標達成 に 基 づ い て 3群 に分け ， そ の不安 とパ フ ォ
ーマ ン
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ス を比 較 した結果 ， 「習得 回避高群 」 は不 安 が高 く，
パ

フ ォ
ーマ ン ス が低 い こ とが示 された。こ の 結果は ， DP の

タイプ に よ っ て 精神的健康度が異 な る こ と を示唆す る。

　奥村 （2008） は ， 情動 へ の 否定的評価 （他 者懸 念 と負担感 ）

が，認識困難 ・言語化困難傾向 と関連す る こ とを示 し，

「情動へ の評価」 は ， 情動が 適応的に機能す る か 否 か に 重

要な役割を担 う こ とを示唆 した。

　（2） ス ト レ ス

　（a ） ス トレ ス の 自己統制 モ デル

　佐藤 （2009 ）は ， 大学生 に お け る ス ト レ ス の 心 理 的 自己

統制メ カ ニ ズ ム に っ い て ， 横断 ・縦断調査 に より検討 し

た。ス トレ ス モ デレ ータ
ー

は，ス トレ ス 度 の 高低 に 応じ

て ，
モ デ レ ータ ー量 を効率的に維持で き る よ うそ の構造

を変化 さ せ て お り，そ れ に よ リス トレ ス を自己統制 し て

い る可能性が示唆 さ れ た 。 学生支援 へ の 応用が 期待 さ れ

る。

　（b） ダ イエ ツ ト行動

　幸 田 ・菅原 （2009）は，大学生女子 を対象 として ， 「ダイ

エ ッ ト行動」 と 「む ち ゃ 喰 い （BE ）」の 悪循環 に っ い て 示

した 。 発端 が ダイ エ ッ トで あれ ス ト レ ス で あれ ， BE が

ダイ エ ッ ト行動 を助長す る こ と に よ っ て 悪 循環過程 は 発

生 し ， ス トレ ス が慢性化 して い れば ， た とえダイ エ ッ ト

を 止 め て も，悪循環過程は活性化 し続け ， BE か ら容易 に

抜け出せ な い こ とを示 した 。 社会文化的背景 を も考慮す

る こ と が ，今後 の 研究課題で あ る。

　 （c ） バ ーン ア ウ ト

　看護 師を対 象 と した バ ー
ン ア ウ トを促進／抑制 す る 共

感性の 次元の 研究 （小堀 ，
2008）， お よ び職業 ・組織 コ ミ ッ

トメ ン ト とバ ー
ン ア ウ トと の 関連 の 研究 （澤 田，2009）が 報

告 さ れ て い る ．

　（3＞ 家族関係と精神的健康 （抑 うつ ・不安 ）

　（a ） 青年期 の 糟神的健康 と家族 と の関連

　 鈴山 ・徳 田 C2009＞は ， 青 年期 の 不安 に 対 して ， 家族 に

対す る評価 ， 凝集性，家族内 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン，家族

シ ス テ ム の 柔軟性は直接 的 に 影響 を及 ぼし ， 夫婦 関係 は，

家族 シ ス テ ム の 機能状態 を媒介要因 と して ， 間接的な 影

響を及 ぼ す こ と を示唆 し た 。

　 川島 ・眞榮城 ・菅原 ・酒井 ・伊藤 （2008） は ， 男女 と も

に
， 両親 間葛藤 が 深刻 な ほ ど子 ど もの 巻 き込 ま れ感 が 強

ま り， 自己非難や恐 れ の 認知 に つ なが るが ， 抑 うつ との

関連 で は性差が見 られ ， 同性 の 親 との 情緒的つ なが りが

重 要 で あ り，夫婦 間 の 葛藤認知は 子 ど も の 抑 うつ と は直

接 関連 が な い こ と を示 した。

　 （b） 母親 の 抑 うっ ・育児 ス トレ ス

　 安藤 ・無藤 ｛2009）は ， 産後 1年ま で の抑 うつ と養育態

度 に っ い て 妊婦を対 象に 調 査し，対児 否定感 は不適切 な

養育 と関連 し， 抑 うつ お よび夫 婦関係 も対児否定感 と不

適切な養育に 関連する こ とを示 した 。 母親の抑 うつ 予防 ，

夫婦関係の 改 善 と強化の 2点が提起 された。

　小林 （20u9 ）は ， 乳児 を持 つ 母 親 の 育児関連 ス トレ ス は

母 親 の 抑 う つ 傾 向 と直接 関連す るが ，
ス ト レ ス コ ン ト

ロ ー
ル 可能性が低 くて も ， 夫か ら の サ ポ ー トが 多 い 母親

は抑 うつ 傾 向が低 い こ と を示 した。抑 うつ 予 防 に は ， 母

親自身が ス ト レ ス コ ン トロ ー
ル 可能性 を認知す る こ と ，

コ ン トm 一
ル 困難な場合 は夫 か らの サポ

ー
トが有効で あ

る こ と が 示 唆 さ れ ，産前教育 の 必要性 が 考察 さ れ た 。

一

方 ， 熊澤 ・濱口 （2009）は ， 母親の育児ス トレ ス は父親か

らの 情報的サ ポ ートの 多さ か ら悪影響を受け る 可能性が

あ る こ と ， 育児経験 に よ り マ ル ト リー トメ ン ト傾向が軽

減 され る こ と な ど を見出 し，育児 支援 の 方 向性 に つ い て

考察し て い る 。

　 三 鈷 ・濱 口 （2009）は，親の 養育 ス キ ル パ タ
ー

ン に お い

て ， 母親の感情的叱責や攻撃的行動が多 い ほ ど幼児期の

子 どもの 引 き こ もりや攻撃 的行 動 な どの 問題 行動傾 向が

高 くな り ， 父母が 子 ど も に よ く注目 し援助的な関わ り を

持 つ ほ ど子 ど もの 向社会 的行動が多 い 可能性を示 唆 して

い る。

　 （4） 社会 不安 ・対入不安

　 城月 ・笹川 ・野村 （2009 ）は，社会不安障害 （SAD ）へ の

心理学的介入 と して ，
エ ク ス ポージ ャ

ーに加 えて認知的

介入 を加え る こ と が 必要か つ 有効 と考え，ス ピー
チ場面

に 関す る否定 的見積 り に 注 目し ， そ れ が SAD 症状の 維

持 に 関与す る プ ロ セ ス に つ い て検討 し た 。他者か ら の否

定的評価へ の恐れ の み な らず ，
ス ピ ーチ に関す る否定的

見積 りが SAD 症 状 に 影響 し，そ れ が さ ら に 対人 交流場

面 な ど の 不安 に 影響 を与 え ，
二 次 的な抑 うっ を生 じさせ

る とい う包括的 モ デル を示 した 。 今後 ， 実際 の ス ピー
チ

場面で の検討 ， お よ び SAD 症 状 へ の 介入研究が 求め ら

れ る。

　 大西 （2008 ）は ， 対人不安 と罪悪感 との 関連 は低 い の に

対 し， 対 人恐 怖的心性 は罪悪感 との 関連が高 く，なか で

も精神内的罪悪感 と の 相関が最 も高い こ と を見 出し ， 両

概念 が 罪悪感 に よ り弁別さ れ る こ と を 示 し た 。 多 くの臨

床家 に よ っ て ， 対人恐怖は対人 不安 と は異 な り， 恥 の 意

識 と対 人関係 を 重視す る 日本文 化 の 特質 と関連 し て い る

と指摘 さ れ て い るが ，こ れ が一
部実証 的 に 確認 さ れ た と

い えよ う。今後 ， 欧米 との 比較 文化研究 が 望 まれ る。

　 牧 ・
坂 井 （2009 ＞は ， 大学生 に お い て ， 理想 自己 と現実

自己 と の ギ ャ ッ プ の 大 小 で は な く， そ の ギ ャ ッ プ を ど う

認知 して い る か が ，対 人不安 （特 陸シ ャ イ ネ ス ）に 影響 を与

え て い る可能性を示唆 した 。
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　（5）　引き こ も り

　蔵本   08）は ， 引き こ もり群 と大学生群 を対象に質問

紙調査 を行 い
， 社会的引 き こ も りに関与す る 心理 的特 性

と して
， 「対 人交流 開始 の 困難」rこ だ わ りの 強 さ 」「対人

交流維持の困難」「感情的冷淡さ／無関心」の 4 因子 を抽

出 し た。判別 分析 で ， こ れ ら 4 因子 に よ り全体 の 81．1％

が 引き こ も り群 に 正 し く分類 さ れ た 。 「対人 交流維持の

困難」 は判別 に 最 も寄与 して お り， こ の こ と は，引 き こ

もり本人 へ の 訪問アプ ロ
ー

チ な ど支援の あり方に 示 唆を

与 え る。引 き こ も りの 心理的特性 に 関す る 数少 な い 実証

的研究で あ る 。

　（6） 虐待 ・心 的外傷 ・施設入所児

　大原 ・楡木 （200Sa ，2t〕08b）は，児童 自立支援施設入 所児

童 の 被虐待経験 と行 動特徴や非行 との 関係 を検 討 した。

全 国 の 児 童自立 支援施設 と一般 の 中学 ・高校 を対 象 に ，

担当職員お よび学級担任に Child　 Behavior　 Checklist／
4−18 （CBCL ＞ な ど の 質問紙調査 を行 っ た 。 そ の 結果 ， 入

所児童は統制群 に 比 べ
， すべ て の 種類の虐待 を重複 して

経験 し，性的虐待群 に は引 き こ も り ・性的非行 ・学校内

暴力が 見 ら れ ， 高重複虐待群 は過去に非行 を幅広 く行 っ

て い る な ど，虐待 の 重複傾向 と非行 との 累積 的閼係 が 見

出さ れ た （大原 ・
楡木，2008a ）。 また 施設群 は ， 統制群 に比

べ 「引 き こ も り」・「不安 ・抑 うつ 」 な ど，「身体的訴 え」

を除 くす べ て の CBCL 尺度で 高得点 を示 し ， 施設群の 中

学生 は外交 尺度に 問題 を抱 えるな どの 行 動特徴が見 られ ，

生活場面 で の十分 な配慮 と支援 ， 心 理 的援助の 必要性が

指摘された （大原 ・楡木，2008b）。

　 出野 （2008 ） は
， 児童 養護施設 の 中学 生 へ の 調査 か ら

，

女子 は男 子 よ り心 的外傷性症状が 強 く， 両価性の 愛着特

性が症状 を強め て い る こ と を 示 し た 。 男子 は，高年齢 ・

低入所年rc　・高両価性で あ るほ ど， 女子 は ， 高両価性 ・

高回避性 で ある ほ ど，心的外傷性症状が 強か っ た 。一般

中学生 と の 比較 ， 被虐待や離別体験 の種類 ・程度 と の関

連性の 検討が，今後の課題 と さ れ た 。

　 児童養護施設 児が 「子 ど もの 権利」を ど う理 解し ， 職

員や生活 に つ い て ど う感 じ て い る の か に つ い て 面接調査

が行わ れ ， 特に 小学生 に は権利 に 関す る こ とが ほ と ん ど

理 解され て い な い こ とが示 された 佃 丸 ・内藤 ・高橋，2009 ；

内藤 ・高橋 ・田丸，2009 ；高橋 ・田丸 ・内藤，2009 ）。

　 子 ど も虐待 の 第一
発見者 に 保 育士 が な る 可能陸 も 多 く

考え ら れ る た め ， 笠原 伽 09） は ， 保 育 園 内 で の 虐 待判

断，報告，通 告 に 関 す る保 育士 の 意思決定過 程に 影響 す

る要因 を検討 した 。

　   　非行 ・逸脱行動

　 中学 生 の 逸 脱行 為 に つ い て
， 中学生 4，483名 の 自己 申

告 に よ る縦断 データ か ら ， 「非行性の 深化」は軽微 な逸脱

行 為時点 か ら始 ま る 可能 性が示唆 され ， 軽 微 な時点 で の

効果的な介入 が 重篤 な逸脱行為の 生起を回避さ せ る可能

性が実証 された 。 さ らに非行性深化 の 関連 要因 として ，

「逸脱行為 をす る 友人 の 存在」「学業能力」 「親へ の 愛着」

が示 された 。 また ， 逸脱行動 に関 して ， 「自己価値の低下」

あ る い は 自己価値 を 不 当 に 高め よ う とす る 「自己価 値 の

変動」が ， 問題 の 生起 を予測 す る因子 と な る可能性が示

さ れた （西 野 ・氏 家 ・二 宮 ・五 十嵐 ・井 上 ・山本，2009a，20Dgb）。

非行予防の た め に も， 子 どもた ち の逸脱行為に つ い て ，

対象 を縦断的 に追跡 した実証研 究は貴重 で あ る。今後さ

ら に ， 非行行為の促進や緩衝に つ い て の 因果 モ デル の検

討 な どが求 め られ る。

　鈴木 ・
鈴木 （2009 ）は ， 中学生 の 物質使用 に つ い て ，従

来か ら指摘 され て い る親 の 養育 ス タイ ル の 応答性に よ る

抑制効果は私的自己意識が 高 い 場合 に の み 認 め ら れ
， 私

的自己意識が低 い 場合 は む し ろ甘や か し とな っ て ， 物質

使 用 と い う逸脱行為 が 助長 さ れ る こ と を 示唆 した 。

　 （8） パ ラ ノ イ ア ・境界性人格障害

　 津田 （2009）は，関係妄想的認知の 生起 に つ い て ，低 い

社会的ス キ ル が情報不足を引き起こ し ， そ れ が陦報を補

完す るため の 反芻を駆 り立 て ，その 過程の 根底 に は 猜疑

心が ある とい う仮説 モ デル を提示 し ， そ の妥当性 を得た 。

反芻 に よる逸 脱増幅過程 は，了解不能性を増強 し ， 妄想

発展の 可 能性に つ な が る との パ ラ ノ イア ス ペ ク トラム の

立場 が 理論 的 に 支持 された。今後は実験 的研究が必要だ

が ，倫理 的配慮が 求め ら れ る 。

　 田村 ・井上 （2009）は ， 境界性人格障害 〔BPD ）群 の特徴

に つ い て
，
BPD 群 を含む精神科外 来患者を臨床群 ， 学生

を健常群 と し ， 質問紙を用 い て対象者の 主観的な体験 を

数量化し て 比較 し た 。 BPD 群 に 特異的な 症状 は身体感

覚の 異常 と自傷行為で あり， そ れ ら は ， 否定的な感 じや

す さ ・恐怖感・内面 の 空虚感等 と の 関連が強か っ た。BPD

群 は ， 幻覚 ・自我漏洩感の程度が統合失調症群 と 同程度

で あ り，臨床群は，陰性感情 の 統制 が 困難 で ある こ とも

示 さ れ た 。

　 （9＞ そ の 他

　 （a ） 同性 愛

　 同性愛 は ， 性的指向で あ り治療対象 と は見な さ れ な い

が，社会的少数派で あり，抑 うつ ，不安，自殺，依存症

な どが 問題視 さ れ，サ ポ ートが 必 要 と さ れ る もの の
， 日

本 で の 研究 は少 な い 。梶谷 C2eOS）は ， 同性愛女性 を対象

に 半構成 的面接を 実施 し ， 自己 受容過程で 自己 イ メージ

の 形成が難 し く， 女性 の セ ク シ ュ ア リテ ィ の 受容 の 問題，

内在化さ れ た 同性愛嫌悪感情 の 影響 を示唆 した。

　 （b） 難病支援 ・障害者の精神的健康

　 菊岡 （200s）は ， 既存の援助理 論に よ ら ず ， 多発的硬化
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症 患者 の 語 りを修正阪 グラウ ン デ ッ ド ・セ オ リ
ー ・ア プ

ロ ーチ を用 い て分析 し ， 患者自身 に役立 つ 心理援助 を考

察した 。 ピ ア （同疾 患患者）の 存在，家族や医療従事者な ど

周囲の 入 と の 関係性か ら の影響 ， 患者の主体性の 尊重が

重要で ある こ とが 示 され た。

　藤田 （2009 ） は ， 青年期障害者の精神的健康に つ い て ，

先天性 ，後 天性 ，障害 な し群 の 比較 か ら検討 した。障害

者の楽天性 は高か っ た が ， 健常者以 上 に他者信頼が精神

的健康に 関係 して い る こ とが示 され た 。

2．ア セ ス メ ン トに 関 す る研究

　（1） 投影法

　（a ）　アセ ス メ ン ト法 の 精緻化

　佐渡 ・坂本 ・伊藤 く2009 ） は ， 大学生 を対象に ，
バ ウ ム

テ ス トの 幹先端処 理 を検討 し た 結果，性差はな く，年齢

の 影響 を受 けやす く， 3 つ の処理型が 診断的有用性を持

っ 可能性を示 唆 した。

　福井 ・三 宅 ・岡崎 ・ 森津 ・遠山・山下 ・ 岡 田
・安藤 （20es ）

は ， 大学生 を対象 に ， 集団的 ス ライ ド提示 に よる図版評

定法 を用 い て ，ロ ー
ル シ ャ ッ ハ ・ テ ス トに お け る 父親 ・

母親図版解釈仮説に つ い て検討した 。 結果 ， VII図版の母

親図版解釈仮 説 は 支持 さ れ な か っ た
。

　 寺崎 （2008） は ， 高校生 40人 に対 し て v 一ル シ ャ ッ ハ
・

テ ス トを施行 し，成人 に 比 べ て 人間運動 反応 （M 反 応 ）が

少な い とい う高校生の 特徴が ， 必ず し も病理 や 不適応 を

意味 しな い と い う こ と を示 した。

　 （b） 精神障害の病理 ・特性

　 青木 （2009）は ， 心的外傷性 障害 の 既往者を解 離 の 有 無

で 2 群に分 け ， そ の 心的特徴 に つ い て ，
u 一ル シ ャ ッ ハ ・

テ ス トを用 い
， 統計 的に 比較 した。そ の結果 ， 心的外傷

者 は解離症状が な くて も解離機制が 生 じ て い る可能性が

示唆さ れ ， その 支援上 ， 早期査定 ・早期介入 に加え ， 解

離 の 段 階 を見極 め た 介 入 が 重 要 で あ る こ と が 考察 さ れ た 。

　 児玉 （2009）は ， 性 同
一

性障害 （GID ）の 自我境界 と自己

イ メ ージ に つ い て ， ロ ール シ ャ ッ ハ ・テ ス トを用 い て 検

討 し た 。 GID 当事者全体で は ， 安定 した積極的な努力家

で あ り，強 い 精神病理 は認 め ら れず，現実検討能力 の 保

持が見出さ れた 。 GID 者 へ の サ ポー ト に は ， 広 い 視野 と

柔軟な対 応が 重要で ある。

　   　尺度 ， 評定表の 開発 ・作成

　 （a ） 病理 の ア セ ス メ ン トや 障害の ス ク リー ニ ン グ

　 下坂 （2009）は ，回避性人格障害 と連続性 を持っ ，よ り

一
般的な人格 的特徴 を回避性人格傾 向 と し，

こ の 概 念 を

測定す る 尺度を作成 した 。 14項目， 1 因子 モ デル が支持

さ れ ，
そ の 簡便性 に 利点 が あ り ， 不 登 校，対人 不適応な

どへ の利用可能性 も考 え られた。今後 は， 病理群 の デ
ー

タ 収集 な どが必要 と さ れ る。

　西村 ・東條 （2009）は ， 摂食障害発症 リス ク ・ ス ク リー

ニ ン グ テ ス トと食行動異常の 関係 を検討 し，

一
定の妥 当

性 を確認 した。

　（b） 障害の 改善や 心理療法 の 介入 レ ベ ル の 評定

　篠 原 （2009）は，ア ル コ ール 依存 症者 へ の 援助 の た め

に ， Denial　Rating　Scale （DRS ） を も と に し た 否認 と気

づ き の 段 階評定 表 （伯 己 との 向き 合 い 」「家族 や 周 囲 の 人 との 関

係」 「援助 省 と の 関係 」の 3領 域，8 段 階評 定）を作成 し た 。 ア ル

コ
ー

ル 依存症者 へ の 援助 に際し ， 否認 を見立 て ， どの よ

う な気づ き を促 す か の 足 が か りに な る こ と が 期待 さ れ る 。

　松本 （2008） は ， イ メ ージ療法に お け る 「イ メ ージ体験

の 深 ま り」 の レ ベ ル を 5段階で 評定す る 尺度を作成 した。

イ メ ージの体験過程 レ ベ ル は ， 想像活動へ の関与 ， 受動

的注意集 中 な ど と関連 が 強 か っ た。

　（C ） 臨床へ の利用可能性が 考 えられ る 尺度

　 鈴 木 ・木野 （2008）は，共感性 の 多次元的 ア ブ v 一チ に

基づ き， 他者 の 心理状態に対す る認知 と情動の 反 応傾向

をそれ ぞれ他者志向性
一

自己志向性の 視点か ら弁別的に

測 定 し うる 尺度 を作成 し た。

　加藤 ・谷口 （2009）は ， 「許 し 尺度」を開発 し た 。 犯罪犠

牲者等 へ の許 し に 焦点 を当て た臨床実践 な ど
， 許 し研究

の 進展に つ な が る こ とが期待 さ れ る 。

　 石坂 （2009）は，「死 の 意味 づ け尺度」を作 成 し，臨床現

場へ の貢献可能性を考察 し た 。

3 ．介入 プ ロ グラ ム や心理療法 の 技法 の実践に関す る研

　 究

　 （1） 介入 プ ロ グラ ム の 実証的 な効果研 究

　 （a ） 暴 力被害 に よ る PTSD へ の 治療的介入

　 吉 田 ・小 西 ・井 口 ・加 茂 （2008） は ， 性暴力 と ドメ ス

テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス の 影 響で 外傷後 ス ト レ ス 障害

〔PTSD ） に罹患 し て い る被害者女 性10例 に対 して ，
　 Pro−

10nged　Exposure 　Therapy （PE 療法 ） を適用 し
， そ の 有

用性 を検討 した 。 PE 療法を完遂 した 9例中 8例 は ， 治

療前よ りも PTSD ，抑 うつ ，解離 の 症状が 軽減，う ち 5

例 は寛解 した 。 ま た そ の治療効果は ， フ ォ ロ ーア ッ プ時

点で も持続 し て い た 。PE 療法 は ，暴力被害女性 の PTSD

症状 と解離症状 ， 特 に PTSD の 回避症状や再体験症状 に

効果 が あ り，有効な治療法で ある と考 え ら れ る。

　 （b） 児童 ・生徒へ の 抑うつ 予 防 （軽脚 プ ロ グ ラ ム

　 佐藤 ・今城 ・戸 ヶ 崎 ・石川 ・佐藤 ・佐藤 （2009） は ， 児

童 の 抑うつ 症状 に 対す る担任教師 に よ る学級規模 の 認知

行 動療法 プ ロ グ ラ ム の 有効性 を検 討 した。小学 校 5 〜 6

年生児童 を介入 群 と統制群 に割 り付け ， 介入群 に対 して ，

心 理 教育 ， 社会的ス キ ル 訓練 ， お よ び認知再構成法な ど

の 9 セ ッ シ ョ ン （1 回 45分） の 集 団 プ ロ グラ ム を実施 し

た 。結果 ，介 入 群 の 抑 うつ 症 状 は 大 き く低減 し，社会的
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ス キ ル と認知 の 誤 りに も改善 が見 られ ， 抑 うつ や認知行

動的対処に関す る理解度が 高ま っ た 。 中学生 に 対 して も，

類似 の ， 担任教師に よる抑 うつ 予防プ ロ グ ラ ム が実施 さ

れ ，社会的ス キ ル の 獲得，認知 の 変容 ， 抑うつ の 軽減 に

効 果が認 め られ た （戸ヶ 崎 ・石 川 ・尾形 ・佐藤 ・佐藤，2009）。

今後 は効果 の 維持 の 検 討 が 課題 で あ る 。

　 中学生 を対象 と した抑 うつ 低減 プ ロ グ ラ ム は ， 角 ・小

関 ・高橋 ・山 口 ・丹 野 ・石垣 ・佐 々 木 ・嶋 田 （20u9） に

よ っ て も行わ れ て お り， こ こ で は推論の 誤 りに焦点を当

て た 認知的心理教育 が実施さ れ た。効 果 の 維持 を見 る た

め に ， 介入前後に加 え ， 1 カ 月後 ， 4 カ 月後 に調査が 行

わ れ ， 抑 うつ 得点 の 軽減が維持 されたが ， それ に対す る

推論 の 誤 りの 影響 は明確で はな か っ た 。

　（2＞ 治療 同盟 と面接評価の 要因

　 吉見 ・葛西 〔2009 ）は ， 17名 の セ ラ ピ ス ト と ボ ラ ン テ ィ

ア の ク ラ イ エ ン トを対象 と して ， 治療同盟 と面接評価 に

影 響 を及 ぼ す ク ラ イ エ ン ト側 の 要因を検討 し た。ア ン ビ

バ レ ン ト型 は治療同盟の意識化が困難で ， 面接の深 さ は

感 じ られ な い な ど
， ク ラ イ エ ン ト側 の対人関係 ス タイ ル

と認知的反応が セ ラ ピ ス ト との 関係性や 面接評価に影響

す る こ とが示唆 さ れ た 。

　 （3） 心理 療法技法の有効性 の 検討や示唆

　 （a） フ オ
ーカ シ ン グ，沈 黙

　 山崎 ・ 内田 ・伊藤 （ZOO8） は ， 自己 の 内面に 注意 を向け

る特性は フ ォ
ーカ シ ン グ的態度を経由す る こ と で抑 う つ

に 負の 影響 を 与 え る こ と を 示 し，内面 へ の フ ォ
ーカ シ ン

グ的態度が抑 うつ か ら自己 を守る可能性を示唆 した 。

　高沢 ・伊藤 伽 09）は
，

フ ォ
ーカ シ ン グの 空 間づ くりが

精神的健康に及ぼす影響に つ い て 大 学生 を対象に検討 し

た 結果 ，空間づ くり群 （3 日 に 1度，計 10 回実施 ） は，他群

に 比 べ
， GHQ 総得点 ， 社会的活動障害 ， うつ 傾向の 得点

が 低 か っ た が ，症状 に よ っ て そ の 効果 の 度合 い が 異 な る

こ と が示 さ れ た 。

　 桜本 C2009）は，沈黙 に つ い て 6 名 の 試行カ ウ ン セ リ ン

グ か ら ， 沈黙 は体験様式やプ ロ セ ス の変化の 機会 と な り，

沈 黙に お い て外的な事柄 を想起 し た り問題の 知 的な 吟味

を行 う より も，フ ェ ル トセ ン ス に 直接 リ フ ァ
ーす る 方 が

創造 的で 発展的 な展開が生起 す る こ と を示 唆し た 。

　 （b） 高齢者 の 回想法

　 野村 （2009 ）は，地域高齢 者 に 対 す る個入 回想法 の 効 果

に つ い て 検討 した 。 デイケ ア に 通所 す る無作 為抽 出さ れ

た高齢者 を個入 回 想法施行群 と対照群 と に割 り 当 て ， 施

行群 は 1 回30〜60分 の 回想法 セ ッ シ ョ ン を 5 〜 6週間 ｝こ

わ た り受 けた と こ ろ，セ ッ シ ョ ン 前後 で 有意 な 自尊感 情

の 上昇 が 認 め られ た
。 個人 回想法 は ， 認知症 を伴わ な い

高齢者の 自尊感情を維持 ， 向上 さ せ る ツール と な りうる

こ とが示唆 さ れ た 。

　（c ） ブ リ
ー

フ セ ラ ピー

　鈴木 ・皆 川 （2008 ）は ， ソ リ ュ
ー

シ ョ ン ・フ オ
ー

カ ス

ト 。 ア プ ロ ー
チ （SFA ）に お け る ク ラ イエ ン トの 満 足感 に

つ い て ， 主 な面接技法が SFA で ある群 と non −SFA 群（精

神 分析，認知 行動 療法 ）の 双 方の ク ラ イ エ ン トを対象 に ，協

働問題解決満足感尺度 に よ る検討 を行 っ た 。 SFA 群で

は，ク ラ イ エ ン トの 満 足感，自己認知 の 変化，他者 と の

一体感が有意に高か っ た 。 ま た 満足感 に影響を及 ぼ す変

数 の 影響力 と種 類が両 群 で 異 な り，SFA の 特徴 が 明 らか

と な っ た 。

　下 田 （2008）は ， SFA の代表 的な技法 で ある ス ケ ーリ ン

グ ・ ク ェ ス チ ョ ン を用 い て，中学 生の 受験期 ス トレ ス 下

で の 「元気度 」を評定 さ せ
， その 数値の特徴に 関して 統

計的 に 検討 し，こ の 技法 の 性質 を考察 し た。

　黒沢 （2008）は，SFA の 理 念や技法を応用 し，学校 コ ン

サ ル テ ーシ ョ ン 手順 の 8 ス テ ッ プ モ デ ル を開発 した 。 訓

練ワ ーク 3事例の プ ロ セ ス と結果か ら ，
コ ン サ ル テ ィ の

自信 と客観性が 増 し，ケ ース 対 応 へ の 具体 的指針が確認

さ れ ， 実践 モ デル
・訓練 モ デ ル 両方へ の 利点 と，一

部 の

課題 が検討 さ れ た。

　 また ， 総説で あ る が ， 岡田（2009 ）は ， ブ リ
ー

フ セ ラ ピ ー

技 法 を効 果的 に 行 うた め に 重要 な点 や ， 性急 な介入 が生

じやす くなる留意点に つ い て ， 「関係性理 論」 を引用 しな

が ら考察した 。

　（4） 社会的要請 の 大 き い 課題 へ の 介入 プ ロ グ ラ ム の 開

　　 発 と実践

　 社会的引 き こ もり事例へ の 旅行療法 に よ り， 重篤度 ，

社会 参加 ， 家族の GHQ 得点が 有意 に 改善 し ， 旅 行 を

使 っ た 支援 活動 が 有効で あ る こ とが 報告 さ れ た 幅 ・栗 山・

鶴 ，
20 9＞o

　藤木 （2008＞ は ， 更生施設 に お い て ， 従来型 の 支援だ け

で は社会復帰で き な い 無業者 （ホ ーム レ ス 経 験者 な ど） に 対

す る支 援 と し て ． ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル ・トレ
ー

ニ ン グ を

べ 一ス に し た 社会復帰支援プ ロ グラ ム げ ル ープ ワ ー
ク ）を

提供 し ，

一
定 の 有効性 を見 出す と と もに 今後 の 課題 を示

した。

　 安部 ・大谷 ・長谷川 （2008）は ， 従来の ア ル コ ー
ル 依存

症治療 で は断酒 の 動機が 持て ず，専門治療 か ら脱落 して

死 に 至 る 患 者 も多 い こ と か ら ， 解決 志 向プ リーフ セ ラ

ピ ーを取 り入 れ た ア ル コ ール 依存症治療プ U グ ラ ム を 開

発 し ， ア ク シ ョ ン リ サ ーチ を 行 っ た 。 そ の 結果，患者 主

体 の 多様 な介入が可能 とな る新た な方策 で あ る こ とが示

唆 さ れた。

　 井上 ・井上 （200S ）は ， 児童養護施設の 子 ど も支援担当

職員 に 対し ， 解決志向ブ リ
ー

フ セ ラ ピー
の ア イデア と サ
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イ ン ズ ・オブ ・セー
フ テ ィ

ー ・ア プ ロ
ー

チ （児童 虐待領 域

で の 協働 的 ア プ ロ
ーチ）の 支援 ツー

ル を用い
， 子 ど も と の 話

合 い ス キ ル を向上 さ せ る
一

連 の 研修 と協働研究を行 っ た 。

評定値の 変化や ア ン ケ ートか ら効果が 確認 さ れ ， 子 ど も

支援ス キ ル が 日常で も活用 さ れ て い る こ とが示 さ れ た 。

4 ．臨床心理的地域援助に関連す る 研 究

　（1） サ ポ ー
トグル

ープ

　良原 （2009）は ， 自死遺族 の サ ポー トグ ル ープ運 営者 8

名の喪失 をめ ぐる物語構成の変容過程 に つ い て ， グラ ウ

ン デ ッ ドセ オ リーに準拠 し て検討 し た 。運 営者 は ， 語 り

手 に も聴 き手 に もな り， 「喪失体験」とい う同
一 1生の 共有

に よ っ て グ ル
ープ内相互 支援が可能 と な っ た 。 運営者自

身 もグ ル ープ を通 じて 自己効 力感 を獲得 し ， 自己 の 喪失

体験 の 物語 を統合 し，新た な 生活世界 の 再生 を果た し て

い た
。

　板東 （2eOS） は，引 き こ も り者が 「居 られ る」た め の サ

ポートグ ル ープ活動に つ い て ， 特徴的な 3 事例の検討か

ら ， 当事者 目線 淡 々 と した雰囲気，親 し くな らず孤立

し な い
， 互 い の 受容な ど の要件 を挙 げ ， 他の グ ル ープ活

動 と は異 な る特徴 が あ る こ と を示 した。

　 伊藤 （2009 ）は ， 不妊治療施設 に お け る相互支援 の た め

の グ ル
ー

プ の 利 用 の 仕 方を検討 す る こ とに よ り， 不妊 で

困 っ て い る女 性に つ い て の 心理 臨床学的理解 と グル
ープ

の 少 数回利 用 の 意義を考察 した 。

　 （2） 子育て 支援 ， 地域支援 ネ ッ トワ
ー

ク

　 谷 目r ・青木 （2009） は ， 母親か ら見た 夫 婦間の 相互 性

が ，地域ネ ッ トワ ーク を介 し て，子育 て に対す る感情に

影響 を与 え る こ と を定量的に 明らか に し た 。 心理学的ア

プ ロ
ー

チ に よ る 子育て 支援 で ，家庭 の 関係性に 困難 が認

め られ る場 合 ， 地域 の 中で の 関 わ り を積極的 に 考慮 す る

選択肢が 見出された 。

　 子 育て 支援に 関し て は ， 親教育プ ロ グ ラ ム
“
Nobody ’

s

Perfect（完璧 な親 なん て い な い ）
”

の 参加 者 ア ン ケ
ー

トに 基

づ く質的研究が報告さ れた （小椋 ・高 岡 ・伊 藤，　2eo9）。

　 杉岡 ・兒玉 （2007）は，日系 人児 童 ・生 徒 支 援 の た め

の ， 学生 ボ ラ ン テ ィ ア を含む 個人 レ ベ ル か ら地 域 レ ベ ル

へ の 支援ネ ッ トワ ーキ ン グ に つ い て ア ク シ ョ ン リサ ーチ

を行 い
， そ の 発展 と有効な要因を報告 し た 。

　 III．臨床 心理学に おける今後の 課題

　（1） 全体的な研究動向

　全体 を概観す る と，抑 うつ の 研究 が 非常 に 多 く， 社会

不安 ，関係妄想的認 知な ど，認知療法 理論 を背景 に し た

もの が 目立 っ た が ， どれ もア ナ ロ グ研 究 で あ っ た。次 に ，

虐待 ， 心 的外傷 ， 施設入所児に 関す る研究が 目立 ち ， 子

ど もた ち の 逸脱行為，問題行動，また それ と 家族や 養育

者 と の 関連 に つ い て の 研究 も多か っ た。抑 うつ と虐待／

心 的外傷は ， 昨今の 現代社会を象徴す る 2大 テーマ とも

考え られ る。ス トレ ス に 関す る研究 は，心理的自己統制

メ カ ニ ズ ム
， ダ イ エ ッ ト行動 ， 看護師の バ ー ン ア ウ ト ，

育児ス トレ ス な ど で あ っ た 。ま た，引き こ も りや境界性

人格障害の 特徴が当事者調査 に よっ て 実証的に 明らか に

さ れ た 。 同性愛，難病 と い っ た，こ れ ま で 十分 な 心理学

的支援が さ れ て こ な か っ た 対象に は ， 質的 な ア プ ロ ーチ

が な された 。 ア セ ス メ ン トの 研究 は ， 投影法が 多か っ た 。

　 介 入 プ ロ グ ラ ム 効果 の 実証 的な 研 究 と し て は ， 暴力被

害 に よる PTSD 女性 へ の 治 療的 介入 や 学校 べ 一ス の 抑

うつ 予防プ ロ グ ラ ム が あり， こ れ も認知／行動療法的介

入 で あ っ た 。 心 理療法技法 と して は ， フ ォ
ーカ シ ン グ ，

高齢者へ の 回想法，ブ リ
ー

フ セ ラ ピ ーな ど の 有効性が 示

唆さ れた 。 従来型 の支援で は効 をなさな い 更生施設入所

者や ア ル コ ー
ル 依存症者な どへ の 介入 プ ロ グラム が 開発

さ れ ， さ ら に地域援助 に益す る方向性 と し て ， 引き こ も

り，自死 遺族 ， 不妊 治療者 へ の サポー トグル
ー

プや地域

支援ネ ッ トワーク に 関わ る研究や 報告が な さ れ た 。

　   実践 に 根 ざした立場 か らの 批判 的精神 か ？

　認知行動療法 へ の 関心 の 拡大 は
，

エ ビ デ ン ス ・べ 一
ス

ドの モ デル が科学的研 究に馴染み やす い とい う こ ともあ

ろ う 。 しか し ， 認知行動療法 に お い て ，

・
例 え ば抑 うつ ス

キーマ の 「修正」の 重視に対 し ， 黒 田 ・菊川 伽 09）や細

越 ・小玉 （2009＞は，抑 うつ ス キ
ー

マ や 悲観思考 を む し ろ

「受容」す る こ との 意義 を研究結果か ら見出し て い る 。 認

知行動療法 に お けるア クセ プ タ ン ス へ の流れ の 影響 だろ

うか 。 福井 （2eo9 ）は高 目標設置が
一

律に 心身に好影響を

与え るもの で はな い こ と を示唆 し て お り，こ れ まで 受 け

入 れ られ て き た こ と を再検討 し て ， 異な る 知見 を示唆 す

る研究 もい くつ か見 られ る。こ れが 臨床実践 に根ざした

感覚や 批判的問題意識か ら き て い る の な ら歓迎 し た い
。

　 （3） 研究知見 をどう臨床実践 に役 立 て る か ？

　 例 えば母親の抑 うつ と子 どもへ の 不適切 な養育 を捉え

た論 文 な どが 多 か っ たが ， それ は ， 子 どもや親 へ の 支援

の 必要性 と方向性 を見出す た め に用 い られ る べ き もの で

あ る。三 鈷 ・濱 凵 （2009）の 研究 も ，
ペ ア レ ン トトレ ーニ

ン グを わ が国の支援で 展開す る際の ，親の 養育態度の検

討 を目的 に し て い る。また ，夫 か らの サ ポ ー
トが 有効 で

あ るとい う知 見が重要 で あ る
一

方 で ， 情報 的サ ポートが

多 す ぎ る こ と は 育児 ス ト レ ス に 悪影響が あ る とい う熊

澤
・濱口 （2009 ）の 研究結果 や ， 谷 田 ・青木 （2009 ）の 夫婦

間 の 相互性 が 地域 ネ ッ トワ
ー

クを介 して 子育 て感情 に 影

響 を与 え る と い う実証 知見 は ， 子 育 て を母親
一

人 の 作業

か ら ， 夫婦 ・家族 の適切 な支援 に っ な げ ， さ らに 地域

ネ ッ トワ
ー

ク に よ る 支え に 広げて い く と い う実践へ の 具
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体的な 示唆 を含む も の で あ る 。 親教育プ ロ グ ラ ム の名前

に あ る よう に
，

“Nobody ’

s　Perfect
”

の 発想を出発点 と

し ， 研究知見が ， 誰か を悪者 に し た り， 宿命論に 陥る よ

うな もの に な らな い よう に した い 。

　（4） 虐待や施設入所 児研究の今後の 方向性は ？

　藤岡 （2008）は ， 虐待 を受 けた 子 ど もへ の 修復 的愛着療

法 を細心 の 配慮を払 っ て 紹介 し，養育者，夫婦，児 童養

護施設職員 と の 関係形成 と そ の支援 ， また援助者側の 共

感 疲労 な どを重要 事項 と して 取 り扱 っ て い る。田丸 他

（2009＞ の
一

連 の 子 どもの 権利擁護の 観点か らの 調査研究

や ． 施 設職員 へ の 子 ど も と の 話合い ス キ ル を向上 さ せ る

研修 （井 上 ・井 上，2008） の よ うな実践 は貴重 で あ り，今後

こ の 方向性の研究の さ らな る進展が望 まれ る 。

　（5） 研究 の 倫理的配慮は十分か ？

　 当事者へ の調査 に よる研究 は貴 重 で あ るが ， 例 えば蔵

本 〈2008＞に は ， 倫理的配慮 につ い て何 も言及 され て い な

い の が 気が か りで あ る。一
方 ， 吉 田他 （2008）で は ， 書 面

に よる説明 と同意 ， 大学倫理委 員会 の 承認 ， また セ ラ ピ

ス トの 臨床経験や 当該プ ロ グ ラ ム の訓練経験な どが 明記

され て い た。他 の 論文 で こ こ まで 明記 され て い る もの は

少な か っ た 。

　   　プ ロ グラ ム 評価研究へ の 認識や進展 は ？

　 プ ロ グラ ム 侠 践 ・活動 が ，人々 の ニ
ーズ に応え て い る

か
， 目的は何か ， そ の プ ロ グ ラ ム 設計 （内容 ） で い い か

，

適切な 実施 ・運営か ， 必要な人に届 い て い る か ， 効果を

上 げて い る か ， 意 図 さ れ な い 効果が生 じ て い な い か ， 費

用 や効率性は ど うか ，な ど に つ い て ， 適切 に 示 し う る 科

学的な根拠や 方法 と な る もの が ， 「プ ロ グ ラ ム 評価」で あ

る 。 プ ロ グラ ム評価に は ， 目的に よ っ て ，   プ v グラ ム

の 改善 ・発展 の た め の 形成 的評価 ，   説明責任 の た め の

総括的評価 ，   知識生威 の た め の 学術的研究評価 ， の 3

種 類が あ る （安田 ・渡 辺 2008）。吉 田他 （2008） の 治療的介

入 や 佐藤 他 （2009 ） の 抑 うつ 予 防 プ ロ グ ラ ム の 効果研 究

は ，   に 該 当す る研究 （理 論的基 盤 に基 づ き デ ザ イ ン され た プ

ロ グ ラム が 機能 し効果 的 か を評 価 す る研 究 ）で あ り，貴重 で あ っ

た。今後 ，臨床心理学研究 に お い て，プ ロ グ ラ ム 評価研

究 の 広 い 範 囲 で の 進展 が強 く望 ま れ る 。

　 （7） ア セ ス メ ン ト研究 の 活性化は ？

　 ア セ ス メ ン ト研究で は，例えば投影 法 と それ以外 の 心

理 テ ス ト と を組み 合 わ せ た り， 既成 の 心理 テ ス トの 新 た

な利用 な ど の研究は見当た らな か っ た 。 障害 リ ス ク の ス

ク リー
ニ ン グや 障害 の 段階評定表な ど，臨床的実践 に 有

用 な精度 の 高 い ツ
ー

ル の 開発 もも っ と期待 した い
。 見立

て と は ， 生物
一

心理
一

社 会 の 総合 モ デ ル に よ る もの で も

あ る。 こ の よ う な 見 立 て に 貢 献 す る よ う な ア セ ス メ ン ト

研究が ， 強 く求め ら れ る 。

　（8） 社会的要請課題 へ の 臨床心 理 学の チ ャ レ ン ジ

　治療 や改善 に 対し動機付 けの 低 くな りが ちな対象者へ

の プ ロ グラ ム の 開発は ， 臨床心理 学実践が コ ミ ュ
ニ テ ィ

場面 に拡大 さ れ れ ばさ れ る ほ ど， 今後さ らに 必要 と な る

と考 え ら れ る 。 専門家か ら技法 や プ ロ グラ ム を提供 す る

と い う従来通 りの発想 か ら ， 対 象者 と協働 して プ ロ グ ラ

ム をつ くっ て い くと い う姿勢 と そ の た め の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 技術が重要 とな る だ ろ う。ブ リーフ セ ラ ピーに関

す る研 究 も増え つ つ あ るが
， ブリーフ セ ラ ピーの ノ ウハ

ウ は そ こ に 貢献 で き る可能性 もあ ろ う。

　 ま た ， 社会 的弱者 や マ イ ノ リテ ィ の 人 々 を理解 し臨床

実践 に役立 て る た め の ，臨床心理 学的な観点か らの エ ン

パ ワ ーメ ン トに もつ なが る 研究 は ， 今後 さ ら に 必 要 で あ

ろ う。 今 回 は ， HIV ， タ
ーミ ナ ル ケ ア な ど に 関す る研

究，危機介入 に 関す る 研究 は 見 当た らなか っ た。遺族 に

つ い ては ， 良原 （2009＞や ， 浅井 （2009＞の 配偶者 を亡 くし

た 遺族 に 関 す る 展望研 究 に 限 ら れ た 。

　
一

方 ， 援助 対象が 困難 に なれ ば ， 援助職側 の 困難 ， 例

えば共感疲労 ，
バ ー ン ア ウ ト， 2 次的心 的外傷 な ども増

して い く可能 性 が あ る。臨床 心理学 は，援助者側 の ス キ

ル ア ッ プ に役立 っ 実践 や研究 ，
ヒ ュ

ーマ ン サ ービ ス従事

者 の メ ン タル ヘ ル ス の 向上 ， チ
ー

ム やネ ッ トワ ークづ く

りに も貢献す る実践 と研究が求め ら れ て い よ う。
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